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持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

に

向

け

て

、

廃

棄

物

処

理

政

策

の

延

長

線

上

と

し

て

の

循

環

型

社

会

か

ら

、

経

済

の

仕

組

み

を

再

設

計

す

る

循

環

経

済

（

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

：

Ｃ

Ｅ

）

へ

の

移

行

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

持

続

可

能

な

Ｃ

Ｅ

に

は

、

私

た

ち

の

普

段

の

生

活

や

そ

れ

を

支

え

る

産

業

活

動

が

自

然

と

循

環

型

に

向

か

う

よ

う

な

「

無

理

の

な

い

仕

組

み

」

が

必

要

で

あ

る

。

Ｃ

Ｅ

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

　

鍵

に

な

る

の

は

、

経

済

的

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

（

動

機

付

け

）

と

拡

大

生

産

者

責

任

（

Ｅ

Ｐ

Ｒ

）

だ

。

　

Ｃ

Ｅ

に

関

す

る

経

済

的

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

の

代

表

例

と

し

て

、

ご

み

処

理

の

有

料

化

や

産

業

廃

棄

物

税

、

そ

し

て

地

球

温

暖

化

対

策

の

た

め

の

税

（

い

わ

ゆ

る

炭

素

税

）

等

が

あ

る

。

こ

れ

ら

は

一

般

廃

棄

物

や

産

業

廃

棄

物

、

二

酸

化

炭

素

等

の

地

球

環

境

に

負

荷

を

与

え

る

物

質

に

対

す

る

課

税

や

課

徴

金

で

あ

る

。

こ

う

し

た

社

会

へ

の

負

の

影

響

（

外

部

性

）

を

「

外

部

費

用

」

と

し

て

市

場

に

取

り

込

み

、

社

会

的

に

最

適

な

水

準

ま

で

廃

棄

物

や

汚

染

物

質

の

排

出

を

抑

制

さ

せ

る

こ

と

を

、

経

済

学

で

は

「

外

部

性

の

内

部

化

」

と

呼

ぶ

。

外

部

性

を

市

場

に

内

部

化

す

る

こ

と

で

、

廃

棄

物

や

二

酸

化

炭

素

を

削

減

す

る

こ

と

に

経

済

的

価

値

が

生

ま

れ

、

そ

れ

が

後

述

す

る

Ｃ

Ｅ

の

便

益

（

経

済

的

メ

リ

ッ

ト

）

に

も

つ

な

が

る

。

　

も

う

一

つ

の

仕

組

み

が

拡

大

生

産

者

責

任

（

Ｅ

Ｐ

Ｒ

）

だ

。

Ｅ

Ｐ

Ｒ

は

使

用

済

み

製

品

の

処

理

に

関

し

て

、

生

産

者

が

物

理

的

責

任

や

財

政

的

責

任

を

負

う

と

い

う

も

の

で

、

日

本

で

も

容

器

包

装

・

家

電

・

自

動

車

等

で

そ

の

考

え

方

に

基

づ

く

政

策

が

導

入

さ

れ

て

き

た

。

Ｅ

Ｐ

Ｒ

を

適

切

に

運

用

す

る

た

め

に

は

、

モ

ノ

の

生

産

・

流

通

か

ら

成

る

動

脈

産

業

と

廃

棄

物

の

回

収

・

処

理

等

の

静

脈

産

業

と

の

有

機

的

な

連

携

が

必

要

だ

。

Ｃ

Ｅ

の

便

益

と

費

用

　

私

た

ち

が

Ｃ

Ｅ

を

目

指

す

の

は

、

そ

れ

に

よ

っ

て

社

会

に

何

ら

か

の

便

益

が

も

た

ら

さ

れ

る

と

期

待

す

る

か

ら

だ

。

例

え

ば

、

製

品

の

リ

ユ

ー

ス

・

リ

サ

イ

ク

ル

や

長

寿

命

化

に

よ

っ

て

、

新

し

い

原

材

料

の

購

入

費

や

古

い

製

品

の

処

理

費

用

を

節

約

す

る

と

同

時

に

、

天

然

資

源

の

保

全

や

最

終

処

分

場

の

延

命

、

二

酸

化

炭

素

の

排

出

削

減

等

が

期

待

で

き

る

。

　

一

方

で

、

製

品

の

回

収

・

分

別

・

洗

浄

や

再

資

源

化

に

は

費

用

が

か

か

り

、

製

品

の

長

寿

命

化

に

も

設

計

や

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

等

で

相

応

の

費

用

が

か

か

る

。

ま

た

、

リ

サ

イ

ク

ル

等

に

も

資

源

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

投

入

が

必

要

で

あ

り

、

二

酸

化

炭

素

や

そ

れ

以

外

の

環

境

負

荷

（

外

部

費

用

）

が

発

生

す

る

場

合

も

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

Ｃ

Ｅ

が

正

当

化

さ

れ

る

た

め

に

は

、

そ

の

便

益

と

、

外

部

費

用

を

含

む

コ

ス

ト

を

で

き

る

だ

け

正

確

に

捉

え

、

前

者

が

後

者

を

上

回

る

必

要

が

あ

る

。

需

給

バ

ラ

ン

ス

　

折

角

、

製

品

等

が

リ

ユ

ー

ス

・

リ

サ

イ

ク

ル

さ

れ

て

も

、

そ

れ

を

利

用

す

る

人

や

企

業

が

な

け

れ

ば

循

環

し

な

い

。

Ｅ

Ｕ

で

は

、

自

動

車

・

バ

ッ

テ

リ

ー

・

容

器

包

装

等

の

生

産

に

お

い

て

一

定

比

率

以

上

の

再

生

材

利

用

を

義

務

付

け

る

規

則

の

整

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

う

し

た

取

り

組

み

は

再

生

材

の

需

要

喚

起

に

つ

な

が

る

。

　

し

か

し

通

常

、

廃

棄

物

は

市

場

の

相

場

と

は

関

係

な

く

排

出

（

供

給

）

さ

れ

る

た

め

、

再

生

品

や

再

生

資

源

の

需

給

を

バ

ラ

ン

ス

さ

せ

る

の

は

難

し

い

。

　

そ

こ

で

注

目

さ

れ

る

の

が

、

使

用

済

み

製

品

を

同

じ

種

類

の

製

品

に

再

資

源

化

す

る

「

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

」

だ

。

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

の

場

合

、

消

費

量

が

毎

期

一

定

で

あ

れ

ば

、

利

用

す

る

分

だ

け

製

品

（

資

源

）

が

排

出

さ

れ

る

の

で

、

理

論

上

、

廃

棄

さ

れ

る

ご

み

は

出

な

い

。

以

前

か

ら

見

ら

れ

た

ア

ル

ミ

缶

等

の

事

例

に

加

え

、

最

近

で

は

Ｐ

Ｅ

Ｔ

ボ

ト

ル

等

の

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

が

広

が

り

つ

つ

あ

る

。

　

と

は

い

え

、

技

術

的

な

制

約

等

か

ら

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

が

難

し

い

場

合

も

あ

る

。

そ

の

場

合

、

再

生

資

源

の

質

の

劣

化

に

応

じ

て

再

資

源

化

を

行

う

「

カ

ス

ケ

ー

ド

リ

サ

イ

ク

ル

」

も

有

効

で

あ

る

。

例

え

ば

、

比

較

的

品

質

の

高

い

Ｏ

Ａ

用

紙

を

古

紙

と

し

て

回

収

し

、

新

聞

紙

に

再

生

し

、

さ

ら

に

そ

れ

を

ト

イ

レ

ッ

ト

ペ

ー

パ

ー

に

再

生

す

る

と

い

っ

た

事

例

が

古

く

か

ら

あ

る

。

　

こ

の

よ

う

に

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

と

カ

ス

ケ

ー

ド

リ

サ

イ

ク

ル

を

う

ま

く

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

で

、

需

給

バ

ラ

ン

ス

を

維

持

す

る

こ

と

が

持

続

可

能

な

Ｃ

Ｅ

へ

と

つ

な

が

る

。

持

続

可

能

な

Ｃ

Ｅ

　

持

続

可

能

な

Ｃ

Ｅ

に

は

、

関

係

事

業

者

が

適

正

な

利

益

を

得

ら

れ

る

こ

と

も

重

要

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

は

、

少

な

く

と

も

資

源

循

環

等

に

係

る

費

用

に

見

合

う

収

入

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

　

一

般

に

、

資

源

循

環

に

は

リ

サ

イ

ク

ル

等

の

処

理

に

加

え

、

処

理

過

程

で

発

生

し

た

残

さ

の

処

理

費

用

等

が

発

生

す

る

。

こ

こ

で

、

そ

れ

ら

の

費

用

に

見

合

う

収

入

を

再

生

品

（

再

生

資

源

）

の

販

売

に

よ

っ

て

得

ら

れ

る

の

が

理

想

で

あ

る

が

、

モ

ノ

に

よ

っ

て

は

そ

れ

が

難

し

い

。

そ

の

場

合

、

費

用

か

ら

収

入

を

引

い

た

不

足

分

を

処

理

料

金

と

い

う

形

で

廃

棄

物

の

排

出

者

か

ら

徴

収

す

る

。

こ

の

処

理

料

金

が

先

述

の

「

外

部

性

の

内

部

化

」

に

係

る

税

や

課

徴

金

よ

り

も

安

け

れ

ば

、

循

環

へ

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

が

働

く

。

　

ま

た

収

集

選

別

の

効

率

化

、

循

環

技

術

の

普

及

・

向

上

、

素

材

の

統

一

等

を

通

じ

て

、

資

源

循

環

に

係

る

処

理

費

用

を

低

減

さ

せ

、

い

わ

ゆ

る

「

ア

ッ

プ

サ

イ

ク

ル

」

の

よ

う

に

再

生

品

の

付

加

価

値

向

上

に

よ

り

売

却

益

を

増

や

す

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

儲

か

る

Ｃ

Ｅ

に

な

る

。

　

一

方

、

一

事

業

者

が

持

つ

技

術

や

知

見

に

は

限

り

が

あ

る

。

異

業

種

を

含

む

他

の

事

業

者

と

の

連

携

も

重

要

で

あ

り

、

そ

れ

を

進

め

る

行

政

の

力

も

必

要

だ

。

事

業

者

間

の

連

携

や

官

民

連

携

は

持

続

可

能

な

地

域

社

会

の

形

成

に

も

つ

な

が

る

。

大

き

な

「

循

環

」

の

輪

の

中

に

は

、

多

く

の

市

民

や

様

々

な

業

種

の

事

業

者

、

そ

し

て

行

政

が

網

目

の

よ

う

に

結

ば

れ

、

資

源

・

モ

ノ

・

お

金

を

融

通

し

合

う

社

会

こ

そ

が

、

持

続

可

能

な

Ｃ

Ｅ

の

姿

で

あ

ろ

う

。


